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分科会番号 ５   分科会名 理科 （中学校）  

研究題目  

理科の学習を生活に結びつけ，主体的に問題を解決する生徒の育成  

～3 年 「酸・アルカリとイオン」の実践を通して～  

１ 主題設定の理由 
本学級の生徒は，小テストや定期テストに対する学習意欲が高く，休み時間に友達

と問題を出し合ったり，ワークの問題をすすんで解いたりしている姿が日常的に見ら
れる。しかし，知識は身についているが，生活に結びつけた応用問題や思考問題が苦
手であり，テストや入試のための学習となっている様子がうかがえる。これは，学習
したことをテスト前に記憶したことで満足してしまい，学んだことを生活と結びつけ
て考えるところまでに至っていないためだと考えられる。また，どのように知識を活
用していけばよいのかが分からないことが考えられる。  
本単元は，化学変化についての観察・実験を通して，水溶液の電気伝導性や中和反

応について理解するとともに，イオンの粒子モデルと関連づけてみる見方や考え方を
養う単元である。学習を通して，様々な化学変化と日常生活とを関連づけた学習を展
開し，規則性を発見したり課題を解決したりすることは，科学的な見方や考え方を養
う上からも大変意義深い学習と考えられる。そこで，理科の学習を生活に結びつけ，
主体的に問題を解決していくことができる生徒を育てたいと考えた。イオンについて，
身のまわりの環境を題材として，イオンの粒子モデルを用いて思考する活動を取り入
れることで，生活と学習した内容を結びつけて考え，主体的に追究を深めることがで
きると考える。  

２ 研究の方法 
(１)目指す生徒像 
生徒の実態から，目指す生徒像を次のように設定した。  

身につけた知識を生活に活かし，主体的に問題解決に取り組む生徒  

(２)研究の仮説と手立て 
研究の仮説を次のように立て，本実践を進めていくこととした。 

【仮説１】  

 生活に関する課題に対し，思考するのに必要な知識を先に提供し，ツールを利用し
ながら考えを整理すれば，理科の学習と生活を結びつけた思考ができるだろう。  

＜手立て①＞思考するのに必要な知識を先に提供する。（先行オーガナイザー）  

 生活に結びつけられるような課題解決を進めていくために，課題解決に必要な中和
までの知識を先に学習する。  

＜手立て②＞考えを整理するためのツールを利用する。  

 イオンや中和反応など，目に見えないものを，イオンの粒子モデルを用いてホワイ
トボード上で操作することで，考えを整理できるようにする。  

【仮説２】  

 生徒が自ら考えたい，知りたいと思うように，導入を工夫したり，自ら選んだ教材
を利用したりするような単元を構想すれば，主体的に問題解決に取り組み生活に結び
つけることができるだろう。  

＜手立て③＞興味が湧く導入の工夫。  

主体的に問題解決に取り組むような生徒の興味を引き出すために，「Ms.竹内のマジ
ックショー」を披露し，生徒が種を知りたいと思う導入を行う。  

＜手立て④＞自ら教材を選択する場面を設定する。  

 生徒自身が身の回りから問題を設定，追究していく単元を構想し，一人調べや意見
交流の時間を十分に確保することで，身につけた知識と生活と結びつける追究を深め
られるようにする。  
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【資料１】マジックショーの様子  

４ 研究の実践と考察 

抽出生徒について  

 生徒Ａは，知識を身につける力は十分にもっているが，生活に生かそうとする姿

があまり見られない。身の回りから問題を取り上げて追究する活動を行うことで，

生活と学習を結びつけて主体的に問題解決できるようになってほしい。  

(１)「Ｍｓ.竹内のマジックショー」の種を探ろう（手立て③） 

単元の導入として，生徒に「知りたい！」「なぜ？」と興味をもたせ，主体的に学習

に取り組むために２つのマジックショーを見せた（手立て③）。１つ目は，水垢のつい

た鏡に「魔法のスプレー」としてクエン

酸水溶液を霧吹きでかけ，汚れを落とす

マジックである【資料１】。水道水を吹き

かけるよりも汚れが落ち，驚きの反応を

見せていた。２つ目は，アンモニア水の

入った試験管を各班 1 本ずつ配付し，「魔

法のスプレー」を混ぜると，刺激臭が消

え，無臭になるマジックである。生徒た

ちは匂いが一瞬で消えたことで，「なん

で？」と不思議そうな反応を見せた。教

師の「魔法のスプレーの中身は何だと思

う？」という問いかけに，生徒からは「エ

タノール」「塩酸」「除光液」など自分が

知っている水溶液を思い思いに挙げてい

た。生徒Ａの振り返り【資料２】から，

生徒Ａ自身が考えたい，知りたいという

意欲が高まっていったことが読み取れた。

マジックショーによる導入の工夫は，主体的に問題解決に取り組もうとする手立てと

して有効であったと考えられる。  

（２）マジックショーの種を突き止めよう。（手立て①，②） 

マジックショーを見た生徒は，魔法のスプレーの中身が気になり，解明したいとい

う思いをもった。そこで，魔法のスプレーの中身を解明するために必要になる学習を

行った（手立て①）。まず，「魔法のスプレー」にイオンというものが含まれているこ

とを伝えた。そこから，イオンがあるとなぜ電気が流れるのか，原子のつくり，イオ

ンのでき方など学習を進めたあと，酸性・中性・アルカリ性の水溶液の特徴を学習し

た。その後，酸性の水溶液には H＋，アルカリ性の水溶液には OH－が含まれているこ

とを学習した。次に，中和についての実験を行った。ビーカーに入った塩酸または水

酸化ナトリウム水溶液をＢＴＢ液で着色し，各班１つずつ配った。黄色または青色の

水溶液を塩酸，水酸化ナトリウム水溶液，食塩水，砂糖水を使って緑色（中性）にす

る実験を行った。「中性にするには，中性の食塩水や砂糖水を混ぜればよいのではない

か。」と話しながら進める班があったが，思うような結果は得られなかった。生徒Ａは

「酸性にはアルカリ性を混ぜればいいんだよ。」と予想を立てながら実験を進めた。進

めていく中で，黄色（酸性）の水溶液には水酸化ナトリウム，青色（アルカリ性）の

水溶液には塩酸を混ぜればよいと気づいた。また，黄色から緑色になりかけて青色に

マジックショーでにおいも汚れも両方落ちる

のが不思議だった。あのスプレーはどんなに

おいも汚れも落ちるのか気になる。中身は何

なのか知りたい。  

 

【資料２】生徒Ａの振り返り  
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変化したことから，中性にするには適切な水溶液の量が必要であることに気がつい  

た。そこで，なぜ酸性とアルカリ性の水溶

液を混ぜると中性になるのか，適切な量を

入れることが必要なのかをイオンの粒子モ

デルとホワイトボードを用いて考察した

（手立て②）。すると，水溶液を構成してい

る粒子に着目して考える生徒の姿が見られ

た。  

【資料３】の下線部から，生徒Ａおよび

生徒Ｃは水溶液中のイオンを粒子としてと

らえて考察していることが分かる。目に見

えないものを，イオンの粒子モデルを用い

てホワイトボード上で操作することで，考

えを整理していることが読み取れる（手立

て②）。また，先に学習した食塩水の電離の

様子の知識を使って，中性になっているこ

とを解明できたことが分かる（手立て①）。

中和反応では水と塩ができることを教える

と，生徒Ａの班はホワイトボードに貼って

いたイオンの粒子モデルを水と塩でまとめ

始めた【資料４】。まとめると，もともと入

っている塩酸のイオンより水酸化ナトリウ

ムのイオンが少ないと H＋が多く酸性のま

まになることや，水酸化ナトリウムを入れ

すぎると OH－が多くなりアルカリ性になってしまうことに生徒Ａの班は気づくこと

ができた。また，硫酸と水酸化バリウムの例を挙げると，同様に中和についてイオン

の粒子モデルを利用して考察することもできた。  

ここで，魔法のスプレーの中身がクエン酸，刺激臭がした水溶液はアンモニア水で

あることを生徒に伝え，粒子のモデルで

中和の反応を班で考察した【資料５】。そ

こから，生徒Ａは，中和反応から匂いが

消えた理由を突き止めることができた。

イオンの粒子モデルを利用したことで，

イオンや中和の様子を整理しながら考え，

匂いや汚れを落とすことから身のまわり

の現象と理科の学習を結びつけて考えることができた。以上のことから，ツールを利

用することは，学んだ知識を生活に生かすことに有効であったと考える（手立て②）。

また，様々な水溶液の電離の様子や中和について先に学習したことで，その知識を使

ってマジックショーの解明を行うことができたことから，生活に結びつけられるよう

な課題解決をするために必要な知識を先に学ぶことに有効であったと考える（手立て

①）。  

 

生徒Ｂ：もともと塩酸がビーカーに入っていて，

水酸化ナトリウムを入れたら緑になっ

たよね。  

生徒Ａ：じゃあ， H＋と Cl－と Na＋と OH－をホワ

イトボードに出そう。  

生徒Ｃ：あれ，これ塩（食塩）のときと同じじ

ゃない？  

生徒Ｂ：本当だ，塩（食塩）になる！  

生徒Ａ：だから中性になったってことか。  

生徒Ｃ：たぶんそうじゃない？  

生徒Ａ：でも H＋も OH－もあるよ？酸性？アル

カリ性？  

 

【資料３】生徒Ａの班の話し合いの様子  

・アルカリ性のアンモニアと酸性のクエン酸

を混ぜたから中和を使っていることが分

かった。  

・アンモニアが違う物質になったからにおい

がなくなった。家でも使ってみたい。  

 

【資料５】生徒Ａの振り返り  

【資料４】生徒Ａの班のホワイトボード  
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【資料７】水垢の中和反応  

 
【資料６】生徒Ａの班がまとめ

たホワイトボード  

(２)「匂いも汚れもこれ１本？福江ピカピカ大作戦！」（手立て④） 

「Ms.竹内のマジックショー」の種が分かり，生徒の感想に「クエン酸だけであんな

にくさい匂いが消えるのすごい。」「他の汚れや匂いにも効くのか知りたい。」などの自

ら知りたい，考えたいと思っている記述が見られた。その思いを学級全体の次の課題

とし，次は自分が気になる家や学校の汚れ・匂いを調べ，適切な方法で落とす「匂い

も汚れもこれ１本？福江ピカピカ大作戦」を行った

（手だて④）。生徒から気になる匂いや汚れは何かア

ンケートを取り，同じ匂いや汚れを選んだ生徒で班

を編成した。生徒から挙がった気になる匂いや汚れ

には，衣服の汗汚れや匂い，トイレの尿石や匂い，

水垢，カビ，油汚れ，たばこの匂いなどがあった。  

まず，匂いや汚れの原因となる物質についてタブ

レットで調べた。複数の原因となる成分があるもの

は，生徒が調べたものの中から代表的なもので考え

られるように教師が支援した。生徒Ａは気になる汚

れや匂いに「たばこの匂い」を選択した。そこから，

よく消臭に使われるイメージをもっていた「ファブ

リーズ」が本当にたばこの消臭に有効なのかを調べ

始めた。身近な商品であるために興味を示していた

ように思う。しかし，調べた「ファブリーズ」の成

分が難解だったため，「ファブリーズ」には何のイオ

ンが含まれているのか，追究が中途半端に終わって

しまった【資料６】。しかし，最後の時間までファブ

リーズの成分について調べている姿や，何が匂いを

落としているのか班で話し合う姿から，「汚れを落と

す」という事象に対する興味関心だけでなく，「仕組

みを解明したい」という，問題解決に向けた生徒の

思いの高まりを感じた。これは，生徒自身が身の回

りから問題を設定，追究していく単元を構想し，一

人調べや意見交流の時間を十分に確保することで，

生徒が自ら考え，生活と結びつけながら主体的に問

題解決に取り組んだといえる。自ら教材を選択した

ことは，生活と結びつけながら主体的に問題解決す

るのに有効だと考えられる（手立て④）。  

別の生徒の班は，学校のトイレの流しの鏡についている水垢が気になり，水垢の成

分について調べを進めた。水垢の成分を調べると炭酸カルシウムだと分かったが，炭

酸カルシウムは電離しても H＋や OH－が生じないことに気がついた。そこで，教師が

「アンモニアのように誰かの助けを必要とする成分だよ。」と伝えると「水だ！」と気

づいた。すると，ホワイトボードにイオンの粒子モデルをかいて考える中で，水と炭

酸カルシウムからカルシウムイオン，炭酸水素イオン，OH－が生じてアルカリ性にな

ることを突き止めた（手立て②）。そして，アルカリ性の汚れに使えるものとして身近

な酢やクエン酸で掃除することを提案することができた【写真７】。イオンの粒子のモ
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デルを用いて学習してきたことで，未知の物質もイオンの粒子のモデルに置き換えて

整理しながら考えることができたことがわかる（手立て②）。また，先に学習したアン

モニアの電離の様子の知識を応用したことが分かる（手立て①）。  

班ごとに考察した汚れや匂いの落とし

方を発表し，最後に自分たちの班が考察

したことや他の班の考察をもとに，学校

の掃除で使用している物の見直しを行っ

た。生徒Ａの班は，他の班の発表からト

イレ掃除に使用している洗剤の見直しを

行い，今後使用した方がよいと考えた洗

剤を使ってほしいという要望書を作成し

た【資料８】。そこから，生活の中の匂い

の原因を中和で落とそうとしていること

が読み取れ，理科で学習したことを生活

に結びつけられていることがわかる。以

上のことから，生徒自身が選んだ身近な教材を利用することは，学習した知識を生活

と結びつけることに有効だと考えられる（手立て④）。  

５ 研究の成果と課題 

(１)研究の成果  

生徒Ａは，学習した食塩水の電離の様

子やイオンの粒子モデルを用いることで，

中和の仕組みを解明している。要望書で

は，現在使用しているトイレ用洗剤より

も適切なものがあることを説明できてい

ることがわかる。これらから，思考する

のに必要な知識を先に提供し，その地意

識をイオンの粒子モデルで整理しながら

思考することは，理科の学習と生活を結

びつけて思考できるといえる。また，生

徒Ａは【資料９】のように振り返った。

さらに，「混ぜるな危険ってかいてあるものを混ぜたらどうなるのか」という生徒Ｅの

振り返り【資料９】から，生活の中から「知りたい」を見つけ出し，さらに主体的に

追究しようとしていることが分かる。これらから，導入の工夫や自らが教材を選択す

る場面設定は，主体的に問題解決に取り組み，生活に結びつけることができるといえ

る。  

(２)今後の課題 

「中和」をゴールとすると，単に「酸アルカリを混ぜればよい」で思考が止まってし

まう。「なぜ強アルカリを用いないのか」など，新しい視点で考える場を設定すること

で，より生活につながる単元にすることもできそうだ。また，テーマが広く，化学式

が複雑なものを選択した班もあったため，同一のテーマで進めそこから幅広く答えを

導きだした方が効果的であると考えられる。生徒の「知りたい」を尊重しながら，生

活に結びつけられる効果的な教材や授業構成を今後も考えていきたい。 

・世の中に販売されている洗剤を用いたとき

の汚れの落ちる仕組みなどが知れて，意外

と世の中は科学で溢れていると認識でき

た。（生徒Ａ）  

・家で汚れを見つけたときにこれは何で落ち

るのかなどを検索するようになったり，お

じいちゃんの家にクエン酸の粉があって，

トイレで汚れが落ちるか試したら本当に

落ちて理科ってすげぇと思った。（生徒Ｄ） 

・洗剤の表示を見たり，混ぜるな危険ってか

いてあるものを混ぜたらどうなるのか想

像したら楽しいしおもしろい。（生徒Ｅ）  

  

【資料９】生徒の振り返り  

本校は現在，トイレの掃除で「トイレマジッ

クリン」を使用しています。トイレの匂いの

原因となる「アンモニア」，「尿石」は酸性に

弱かったり，アルカリ性なので酸性と中和を

起こし匂いが消える効果があるが，今，使用

している洗剤は中性のものということで，匂

いが取れにくいと考えられます。  

「トイレ職人」を使うことで，液性が酸性な

ので，アンモニアとは中和反応，尿石は酸性

に弱いと言うことで，今より匂いが取れると

思います。  

費用は 750mL で 1250 円程度ですので，「ト

イレ職人」の購入，使用を要望いたします。  

 

【資料８】生徒Ａの班の要望書  


